
講師挨拶 アイスブレイクを含め、雰囲気つくりに気を配る

1

2017



AQDIの試験で求められる能力について説明する

2

2017



具体的な試験の内容について説明する

3

2017



DVDで実演を見るので、詳しい説明はせず、読むだけでよい

4

2017



実際の試験を模した映像を見ましょう。

DVD終了後に「今の映像が課題」であることを確認する

5

2017



参加者の理解度を確認し、必要に応じて具体例を挙げながら解説する

テキストＰ64～66を参照

6

2017



参加者の理解度を確認し、必要に応じて具体例を挙げながら解説する

7

2017



テキストP83参照：動きの指示を出した後の「観察」「修正」「称賛や動機づけ」の重要
性を理解させる

8



スライドのポイント□（評価基準）を解説→具体例を挙げて理解を深める

9

2017



スライドのポイント□（評価基準）を解説→具体例を挙げて理解を深める

10

2017



スライドのポイント□（評価基準）を解説→具体例を挙げて理解を深める

11

2017



・各自で作成する
・コンビネーションスタイルでもフリースタイルでもよい
・コリオ表を使用する

12

2017



125BPM✕2分30秒

コリオ表は32カウント✕1０

13



・２人１組になる
・各人が動きの練習をする（５分）
・１人が動いて見せる、もう一人は見ながらスライド＃15のポイントを確認→フィード
バック（２分３０秒+２分＝４分３０秒）
・交代して実施（４分３０秒）

この後に指導練習があるが、指導を行いながら実演しても良い
エグザミナーは全体に向けて、チェックするポイントを適宜伝える
質問などあれば、個々に対応せず、共有し理解を深める

14



スライドに記されたポイントを確認し、相手にフィードバックするよう伝える

15



２人１組で行う
次のスライドで評価基準を確認させてから行う
１人が指導を行い、もう一人が参加者役をする→フィードバック（2分30秒＋２分＝４分
３０秒）
交代して行う（４分３０秒）

新たに２人１組を作る
１人が指導を行い、もう一人が参加者役をする（４分３０秒）
交代して行う（４分３０秒）

16



スライドに記されたポイントを確認し、相手にフィードバックするよう伝える

17



3人一組とし、2回は試験のリハーサルが出来るようにする（１人４分３０秒✕3人✕２回
＝２７分）※２回目はまたメンバーを変えてもよい
毎回終了後にフィードバックを行う（約２分）
エグザミナーがタイムキーパーになる
必要であれば、試験デモDVDを見ても良い（＃５のスライドに戻るとみることが出来る）

18



試験に向けて、課題のポイントを再度確認する
質疑応答
終了の挨拶とともに、受講生の動機づけを行う

19


